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写真：大阪医科薬科大学 校舎風景

　昨年5月8日に新型コロナウイルス感染症の位置付けが2類相当から5類に移行され、コロ
ナ禍は一つの節目を迎えました。コロナ禍は社会の多方面に極めて大きな影響を与えてき
た一方で、その未曽有の災禍を乗り越えるため、人類が長年にわたって培ってきた様々な叡
智が結集され、社会全体がSociety5.0の考え方とも相まみえながら顕著な進展があったこ
とも事実と思います。本機構が目指している医・工・薬・看を始めとする異分野の相互理解・
融合の重要性や必要性は、パンデミックなどの非常時においてより一層明確になったと感
じております。こうした社会的情勢を踏まえ、本機構が設置当初から掲げる「分子から社会
までの人間理解」を改めて熟思するとともに具現化し、社会還元へとつなげていく活動を進
めて参りたいと考えています。引き続きご指導、ご支援の程よろしくお願い申し上げます。

●機構のこれから
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関西大学・大阪医科薬科大学

医工薬連環科学教育研究機構

●社会連携事業

▼第19回 医工薬連環科学シンポジウム
1月27日( 土 )( 於：大阪医科薬科大学 看護学部講堂 )

　19回目を迎えた今回は、「Society 5.0時代に向
けた大学教育について考える～VR，ICT，遠隔授業，
双方向講義など～」というテーマで、4題の一般講演、
１題の特別講演を実施しました。VR技術等の新しい
教育技法を先駆的に実践している教員からその内容
を紹介していただき、各大学・学部の取り組みや課題
を共有することができました。

Society 5.0時代を先取りしてきた医工薬連環科学
　2009年の文部科学省「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」事業の採択を機に設置された医工薬

連環科学教育研究機構は、医・薬・看・工学を学ぶ学生が相互理解を行うための科目を設定し、当時最新であったテレ

ビ会議システムを活用した双方向講義を通じて、学問の多様性の実現を目指してきました。その後2020年からのコロ

ナ禍を経験し大学における教育方略は大きく変わりましたが、遠隔授業やオンデマンド授業はまさに本機構が目指し

ていた方向性とも合致し、リアルワールドとバーチャルワールドが融合した社会を目指すというSociety 5.0の考え

にも通じます。「分子から社会までの人間理解」をキーワードに進んできた本機構は、社会の変革を見据えた教育研究活

動を行いながら、これからも社会に貢献できるよう努めて参ります。

●研究部門関連

▼第４回 医工薬連環科学教育研究機構
   研究セミナー
10月30日( 月)( 於：大阪医科薬科大学 本部北キャンパス 看護学部講堂 )

　大阪医科薬科大学 看護学部講堂およびオンラインにて開催
し、近藤 直哉 助教（薬学分野）、小倉 健 専門教授（医学分野）、
棟安 実治 教授（工学分野）にご講演いただきました。
　質疑応答では、分野を越えて活発な意見交換が行われました。
　当日は現地・オンライン参加を合わせ、73名の方にご参加い
ただき、盛会のうちに終了することができました。

▼第５回 医工薬連環科学教育研究機構
　研究発表会
　 １月２5日(木 )( 於：関西大学千里山キャンパス 100 周年記念会館 )
　一般の方や企業関係者に研究成果を知っていただく機会として、
2019年度から開催しています。４年ぶりに会場開催としました。
　テルモ株式会社の山下恵子氏をお招きした招待講演を皮切り
に、医学・工学・薬学の各研究分野の先生方から研究成果の発表が
行われ、約７０名の方にご参加いただき、活発な質疑応答、意見交
換が行われました。

機構長
大阪医科薬科大学
薬学部 教授

永井 純也
Junya Nagai

機構長
大阪医科薬科大学
医学部 教授

中野 隆史
Takashi Nakano
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　春・秋学期で5科目の双方向講義を実施しました。新型コロナウイルス感染症の対応は４年目となり、5月8日から感染症法上の5類に変
更され、関西大学では平常化しましたが、医療機関と重症化リスクのある患者の方と関わる大阪医科薬科大学では引き続き厳密な感染
症対策が執られております。教育環境は配信校ではほぼ対面講義となり、前年度よりもさらに活発化しています。大学間で講義日程が調
整できない場合も録画機能を用いてスムーズに受信校側でオンデマンド化や教室内放映に活用されています。一部の科目では、今年度
からグループワークなどアクティブラーニングや専門分野の講師の招聘を取り入れるなど新しい試みも始まりました。

　「医工薬連環科学」では、医学(看護学)・工学・薬学と専門分野が異なる各分野の受講生の理解度を把握するため、アンケートを実施して
います。3分野共通フォームでのアンケートを実施し、分野毎に講義を聴講した学生から感想や意見を収集しました。

活動報告
【教育支援システムの構築と教育環境の整備】

▼「医工薬連環科学」のFD活動

　大阪医科薬科大学薬学部の配信科目「生薬学」では、武田
薬品工業（株）京都薬用植物園の見学が行われました。生薬
の原料となる薬用植物の生育状態や加工前のダイオウの地
下部の観察，オウレン，オウバクなどの薬用部位と外部形態の
違いを観察しました。

▼「生薬学」武田薬品工業 (株) 京都薬用植物園見学
　 6月18日～２５日

▼2023年度 双方向講義科目の紹介

【地域への社会還元】

●高大連携事業

　高槻市内の小中学校に通う児童・生徒を対象に小
学校1・2年生から絵と作文、小学校3～6年生・中学
生から理科の自由研究作品を募集しました。
　2023年度は22校から総数323作品の応募があ
り、第一次審査を通過した作品のうち、31作品の発
表が行われ、最優秀賞のほか、各大学賞や高槻ロー
タリークラブ賞などが授与されました。
また、入賞作品は12月1日～12月7日の間、高槻市
総合センター1階で展示されました。

▼自由研究コンテスト2023
１１月１2日(日 )第二次審査会 （於：関西大学高槻ミューズキャンパス）  協賛：高槻ロータリークラブ

アンケート

小学校の
先生からの
お声

●実験に対しての姿勢が以前より前向きになりました。ほんの少しのことでも「どうなってるの？」と考えるようになりました。
●中学生につながる難しい内容もありながら、工作もあって充実していました。
●子どもたちからは「理科は楽しい。」「もっと知りたい、調べてみたい。」「出張講義は楽しかった。また来てほしい。」という声が
　多く聞かれました。

▼小学校への出張講義 〈前期１０校、後期９校で実施〉

「顕微鏡で生物を観察してみよう！」
関西大学　化学生命工学部　特別任用准教授　坂元 仁

○高槻市立川西小学校
　はじめて細胞や微生物が発見された話を交えて、光学顕微鏡のしくみを説明し、シングルレンズの顕微鏡と
様々な葉っぱでプレパラート作りに取り組みました。皆さんが作成しプレパラートを倍率を上げながら拡大してい
くと気孔が見つかり、植物の種類により気孔をはじめ葉の表面の細胞の違いがあることに目を輝かせていました。

○高槻市立安岡寺小学校
　細胞や微生物の発見の話、レーウェンフックのマイクロレンズの精密機器への活用や、人間の目や現在の顕微
鏡ならどこまで見えるのかを説明しました。皆さんに色々な葉っぱを染色したプレパラート作りと、レーウェンフッ
クの顕微鏡を工作してもらいました。最初は戸惑っていましたが「なんか見えた！」と喜んでいました。

「聴こえない音：超音波を見よう！」
関西大学　システム理工学部　教授　山本 健

○高槻市立南大冠小学校
　超音波の定義や性質をクイズを交えて学んだ後に、「超音波スピーカーで音楽を聴こう！」という実験をしまし
た。指向性が非常に鋭い超音波スピーカーを用いて超音波の伝搬特性や反射特性を自分の耳で体験しました。
美術館の展示物の説明やモノレールのホームでの音声案内など、超音波スピーカーの応用例を学びました。

○高槻市立寿栄小学校
　自由研究コンテスト最優秀賞受賞者が在籍するクラスでの講義でした。超音波に関する４つの実験を体験する
時間では、子供たちは積極的に参加し、実験担当の大学生にいろいろと質問していました。「超音波で手を洗お
う！」の実験では、超音波洗浄器にアルミホイルを入れて超音波の作る気泡の性質や効果を学びました。

前期 　 6月  ９日～  7月13日
後期　１０月18日～１１月30日

関西大学の講義風景

●興味のわくような内容だったが、大学で勉強するとなると、少し専門外なのかと思ったので、いい話を聞けたと思いました。
（工学分野）

●人を支えるための機械を開発する際、具体的に実用できるかを考えることが大切だと本日の講義を受けて感じました。
（工学分野）

●医と工と薬を貫く分野に魅力を感じた。専門的になりすぎず、具体例、映像を交えての発表が分かりやすかった。  （医学分野）
●自分の専門分野だけだと視野が狭まる可能性があるから、様々な分野の人々と協力することが大切だと理解できました。

（医学分野）
●医学や薬学、工学など、普段の授業では触れられない興味深い内容を学べた。（医学分野（看護学部））
●医薬看の連携の話は聞くことがたくさんありましたが、医工薬看の連携に関する話はあまり聞く機会がなかったので今回聞け
　て良かったです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （薬学分野）
●医療が進歩することに伴い、工学もデバイスや材料を進めることでより良い社会を築けると感じた。　　　　      （薬学分野）

各大学の
学生からの
感想

第1～10回 ： 対面講義
                   (教室内でのZoom配信)
第11～15回 ： 対面講義

関大LMSにてレポート回収

第1･2･4･5･8～14回 ： 対面講義
　　　　　　　   (教室内でのZoom配信)
第 6･15 回 ： 対面講義
　　　　　（教室内での講義動画放映）
第 3･7 回 ： オンデマンド講義

関大LMSにてレポート回収

第1･2･4･5･8～15回 ： 対面講義
第3･6･7回 ： オンデマンド講義

第1～15回 ： 対面講義

紙媒体にてレポート回収・定期試験

第1～5･7～12回 ： 対面講義（Zoom）
第 6 回 ： オンデマンド講義

紙媒体にてレポート回収

第1～８回 ： 対面講義
　　　　　(教室内でのZoom配信)

第3･5･8回グループワークレポートを関
大LMSにてレポート回収

第1～7回 ： 対面講義
　　　　　 (教室内でのZoom配信)
関大LMSにてレポート回収

第 8 回 ： JT生命誌研究館 見学実習
紙媒体にて最終レポート回収

第1～7回 ： 対面講義
第 8 回 ： JT生命誌研究館 見学実習

UNIVERSALPASSPORTにて
レポート回収
紙媒体にて最終レポート回収

第1～7回 ： 対面講義（Zoom）
第 8 回 ： JT生命誌研究館 見学実習

Formsにてレポート回収
紙媒体にて最終レポート回収

第1～8回 ： 対面講義

第1～3･5～14回 ： 対面講義
                        （+看護学部Zoom）
第 4･15 回 ： オンデマンド講義

UNIVERSALPASSPORTにて
レポート回収 

第1～3回 ： 対面講義（Zoom）
第 4 回 ： 対面講義
第 5･6 回 ： 対面講義（Zoom）
第7～10回 ： 対面講義
第 11･12 回 ： 対面講義（Zoom）

Formsにてレポート回収

医工薬連環科学

方法

関西大学 大阪医科薬科大学　医学部・看護学部 大阪医科薬科大学　薬学部
履修者数 方法 履修者数 方法 履修者数

基礎漢方薬学

生命誌後
　
期

前
　
期

応用放射化学

福祉工学概論

9

1 0 340
※

6 0 135
※

3 医学部
112
※

27

215
※ 0 37

120
※

２０23年度　双方向講義実施状況

※は配信大学

大阪医科薬科大学 医学部の講義風景

大阪医科薬科大学 薬学部の講義風景

（発表者）
●すごい子もいたからドキドキした。小学校でみんなの前で読んだ時より今日の方がすごくドキドキした。
●他の人の発表を聞き、自分が考えもしなかったアイデアがあったりしておもしろかった。
●将来、本当に科学に関わるかもしれない人達が集まって発表して考えを共有できるのがいいと思った。

（保護者・学校関係者）
●子どもたちの自由で楽しい発想を聞くことができ、とても楽しいコンテストでした。
●子どもにとって大変自信がつきました。入選の知らせを聞いてから、改めて調べ、学習が増えました。
●同世代の人達が発表を通して様々な学びの成果を見たり、見せたりすることで、勉強の成績と違うアプローチで刺激を受けられることが
　素晴らしいと思いました。
●大勢の人たちの中で、頑張って発表をしている姿に感動しました。この経験を次に生かしていってほしいと思います。

医学部
85

看護学部
13
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●子どもたちからは「理科は楽しい。」「もっと知りたい、調べてみたい。」「出張講義は楽しかった。また来てほしい。」という声が
　多く聞かれました。

▼小学校への出張講義 〈前期１０校、後期９校で実施〉

「顕微鏡で生物を観察してみよう！」
関西大学　化学生命工学部　特別任用准教授　坂元 仁

○高槻市立川西小学校
　はじめて細胞や微生物が発見された話を交えて、光学顕微鏡のしくみを説明し、シングルレンズの顕微鏡と
様々な葉っぱでプレパラート作りに取り組みました。皆さんが作成しプレパラートを倍率を上げながら拡大してい
くと気孔が見つかり、植物の種類により気孔をはじめ葉の表面の細胞の違いがあることに目を輝かせていました。

○高槻市立安岡寺小学校
　細胞や微生物の発見の話、レーウェンフックのマイクロレンズの精密機器への活用や、人間の目や現在の顕微
鏡ならどこまで見えるのかを説明しました。皆さんに色々な葉っぱを染色したプレパラート作りと、レーウェンフッ
クの顕微鏡を工作してもらいました。最初は戸惑っていましたが「なんか見えた！」と喜んでいました。

「聴こえない音：超音波を見よう！」
関西大学　システム理工学部　教授　山本 健

○高槻市立南大冠小学校
　超音波の定義や性質をクイズを交えて学んだ後に、「超音波スピーカーで音楽を聴こう！」という実験をしまし
た。指向性が非常に鋭い超音波スピーカーを用いて超音波の伝搬特性や反射特性を自分の耳で体験しました。
美術館の展示物の説明やモノレールのホームでの音声案内など、超音波スピーカーの応用例を学びました。

○高槻市立寿栄小学校
　自由研究コンテスト最優秀賞受賞者が在籍するクラスでの講義でした。超音波に関する４つの実験を体験する
時間では、子供たちは積極的に参加し、実験担当の大学生にいろいろと質問していました。「超音波で手を洗お
う！」の実験では、超音波洗浄器にアルミホイルを入れて超音波の作る気泡の性質や効果を学びました。

前期 　 6月  ９日～  7月13日
後期　１０月18日～１１月30日

関西大学の講義風景

●興味のわくような内容だったが、大学で勉強するとなると、少し専門外なのかと思ったので、いい話を聞けたと思いました。
（工学分野）

●人を支えるための機械を開発する際、具体的に実用できるかを考えることが大切だと本日の講義を受けて感じました。
（工学分野）

●医と工と薬を貫く分野に魅力を感じた。専門的になりすぎず、具体例、映像を交えての発表が分かりやすかった。  （医学分野）
●自分の専門分野だけだと視野が狭まる可能性があるから、様々な分野の人々と協力することが大切だと理解できました。

（医学分野）
●医学や薬学、工学など、普段の授業では触れられない興味深い内容を学べた。（医学分野（看護学部））
●医薬看の連携の話は聞くことがたくさんありましたが、医工薬看の連携に関する話はあまり聞く機会がなかったので今回聞け
　て良かったです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （薬学分野）
●医療が進歩することに伴い、工学もデバイスや材料を進めることでより良い社会を築けると感じた。　　　　      （薬学分野）

各大学の
学生からの
感想

第1～10回 ： 対面講義
                   (教室内でのZoom配信)
第11～15回 ： 対面講義

関大LMSにてレポート回収

第1･2･4･5･8～14回 ： 対面講義
　　　　　　　   (教室内でのZoom配信)
第 6･15 回 ： 対面講義
　　　　　（教室内での講義動画放映）
第 3･7 回 ： オンデマンド講義

関大LMSにてレポート回収

第1･2･4･5･8～15回 ： 対面講義
第3･6･7回 ： オンデマンド講義

第1～15回 ： 対面講義

紙媒体にてレポート回収・定期試験

第1～5･7～12回 ： 対面講義（Zoom）
第 6 回 ： オンデマンド講義

紙媒体にてレポート回収

第1～８回 ： 対面講義
　　　　　(教室内でのZoom配信)

第3･5･8回グループワークレポートを関
大LMSにてレポート回収

第1～7回 ： 対面講義
　　　　　 (教室内でのZoom配信)
関大LMSにてレポート回収

第 8 回 ： JT生命誌研究館 見学実習
紙媒体にて最終レポート回収

第1～7回 ： 対面講義
第 8 回 ： JT生命誌研究館 見学実習

UNIVERSALPASSPORTにて
レポート回収
紙媒体にて最終レポート回収

第1～7回 ： 対面講義（Zoom）
第 8 回 ： JT生命誌研究館 見学実習

Formsにてレポート回収
紙媒体にて最終レポート回収

第1～8回 ： 対面講義

第1～3･5～14回 ： 対面講義
                        （+看護学部Zoom）
第 4･15 回 ： オンデマンド講義

UNIVERSALPASSPORTにて
レポート回収 

第1～3回 ： 対面講義（Zoom）
第 4 回 ： 対面講義
第 5･6 回 ： 対面講義（Zoom）
第7～10回 ： 対面講義
第 11･12 回 ： 対面講義（Zoom）

Formsにてレポート回収

医工薬連環科学

方法

関西大学 大阪医科薬科大学　医学部・看護学部 大阪医科薬科大学　薬学部
履修者数 方法 履修者数 方法 履修者数

基礎漢方薬学

生命誌後
　
期

前
　
期

応用放射化学

福祉工学概論

9

1 0 340
※

6 0 135
※

3 医学部
112
※

27

215
※ 0 37

120
※

２０23年度　双方向講義実施状況

※は配信大学

大阪医科薬科大学 医学部の講義風景

大阪医科薬科大学 薬学部の講義風景

（発表者）
●すごい子もいたからドキドキした。小学校でみんなの前で読んだ時より今日の方がすごくドキドキした。
●他の人の発表を聞き、自分が考えもしなかったアイデアがあったりしておもしろかった。
●将来、本当に科学に関わるかもしれない人達が集まって発表して考えを共有できるのがいいと思った。

（保護者・学校関係者）
●子どもたちの自由で楽しい発想を聞くことができ、とても楽しいコンテストでした。
●子どもにとって大変自信がつきました。入選の知らせを聞いてから、改めて調べ、学習が増えました。
●同世代の人達が発表を通して様々な学びの成果を見たり、見せたりすることで、勉強の成績と違うアプローチで刺激を受けられることが
　素晴らしいと思いました。
●大勢の人たちの中で、頑張って発表をしている姿に感動しました。この経験を次に生かしていってほしいと思います。

医学部
85

看護学部
13
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写真：大阪医科薬科大学 校舎風景

　昨年5月8日に新型コロナウイルス感染症の位置付けが2類相当から5類に移行され、コロ
ナ禍は一つの節目を迎えました。コロナ禍は社会の多方面に極めて大きな影響を与えてき
た一方で、その未曽有の災禍を乗り越えるため、人類が長年にわたって培ってきた様々な叡
智が結集され、社会全体がSociety5.0の考え方とも相まみえながら顕著な進展があったこ
とも事実と思います。本機構が目指している医・工・薬・看を始めとする異分野の相互理解・
融合の重要性や必要性は、パンデミックなどの非常時においてより一層明確になったと感
じております。こうした社会的情勢を踏まえ、本機構が設置当初から掲げる「分子から社会
までの人間理解」を改めて熟思するとともに具現化し、社会還元へとつなげていく活動を進
めて参りたいと考えています。引き続きご指導、ご支援の程よろしくお願い申し上げます。

●機構のこれから

関西大学（工学分野）
〒564-8680　大阪府吹田市山手町3-3-35
TEL. 06-6368-1215　FAX. 06-6368-1216
E-mail：contact-mpes@ml.kandai.jp

大阪医科薬科大学（医学分野）※看護学分野を含む
〒569-8686　大阪府高槻市大学町2-7
TEL. 072-684-6227　FAX. 072-684-6884
E-mail：gakumu@ompu.ac.jp

大阪医科薬科大学（薬学分野）
〒569-1094　大阪府高槻市奈佐原4-20-1
TEL. 072-690-1028　FAX. 072-690-1018
E-mail：p-ikouyaku@ompu.ac.jp

https://www.kansai-u.ac.jp/mpes-3U/

連携自治体／高槻市　高槻市教育委員会　高槻商工会議所

関西大学・大阪医科薬科大学

医工薬連環科学教育研究機構

●社会連携事業

▼第19回 医工薬連環科学シンポジウム
1月27日( 土 )( 於：大阪医科薬科大学 看護学部講堂 )

　19回目を迎えた今回は、「Society 5.0時代に向
けた大学教育について考える～VR，ICT，遠隔授業，
双方向講義など～」というテーマで、4題の一般講演、
１題の特別講演を実施しました。VR技術等の新しい
教育技法を先駆的に実践している教員からその内容
を紹介していただき、各大学・学部の取り組みや課題
を共有することができました。

Society 5.0時代を先取りしてきた医工薬連環科学
　2009年の文部科学省「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」事業の採択を機に設置された医工薬

連環科学教育研究機構は、医・薬・看・工学を学ぶ学生が相互理解を行うための科目を設定し、当時最新であったテレ

ビ会議システムを活用した双方向講義を通じて、学問の多様性の実現を目指してきました。その後2020年からのコロ

ナ禍を経験し大学における教育方略は大きく変わりましたが、遠隔授業やオンデマンド授業はまさに本機構が目指し

ていた方向性とも合致し、リアルワールドとバーチャルワールドが融合した社会を目指すというSociety 5.0の考え

にも通じます。「分子から社会までの人間理解」をキーワードに進んできた本機構は、社会の変革を見据えた教育研究活

動を行いながら、これからも社会に貢献できるよう努めて参ります。

●研究部門関連

▼第４回 医工薬連環科学教育研究機構
   研究セミナー
10月30日( 月)( 於：大阪医科薬科大学 本部北キャンパス 看護学部講堂 )

　大阪医科薬科大学 看護学部講堂およびオンラインにて開催
し、近藤 直哉 助教（薬学分野）、小倉 健 専門教授（医学分野）、
棟安 実治 教授（工学分野）にご講演いただきました。
　質疑応答では、分野を越えて活発な意見交換が行われました。
　当日は現地・オンライン参加を合わせ、73名の方にご参加い
ただき、盛会のうちに終了することができました。

▼第５回 医工薬連環科学教育研究機構
　研究発表会
　 １月２5日(木 )( 於：関西大学千里山キャンパス 100 周年記念会館 )
　一般の方や企業関係者に研究成果を知っていただく機会として、
2019年度から開催しています。４年ぶりに会場開催としました。
　テルモ株式会社の山下恵子氏をお招きした招待講演を皮切り
に、医学・工学・薬学の各研究分野の先生方から研究成果の発表が
行われ、約７０名の方にご参加いただき、活発な質疑応答、意見交
換が行われました。

機構長
大阪医科薬科大学
薬学部 教授

永井 純也
Junya Nagai

機構長
大阪医科薬科大学
医学部 教授

中野 隆史
Takashi Nakano


